
ラ
オ
ス

人
民
民

主
共
和

国

な
し

こ
の
条
の

規
定
を
二
千

二
十
年
に
適

用
す
る
こ
と

を
約
束
す

る
。

な
し

こ
の
条
の

規
定
を
二
千

二
十
年
に
適

用
す
る
こ
と

を
約
束
す

る
。

こ
の
条
の

規
定
を
二
千

二
十
年
に
適

用
す
る
こ
と

を
約
束
す

る
。

な
し

こ
の
条
の

規
定
を
二
千

十
八
年
に
適

用
す
る
こ
と

を
約
束
す

る
。

こ
の
条
の

規
定
を
二
千

十
八
年
に
適

用
す
る
こ
と

を
約
束
す

る
。

ミ
ャ
ン

マ
ー
連

邦
共
和

国

な
し

な
し

な
し

こ
の
条
に

規
定
す
る
義

務
を
二
千
十

八
年
ま
で
に

国
内
法
令
に

反
映
し
た
後

に
こ
の
条
の

規
定
を
適
用

す
る
こ
と
を

約
束
す
る
。

な
し
。
こ

の
条
の
規
定

の
適
用
は
、

当
事
者
間
に

お
け
る
有
効

な
商
業
上
の

取
決
め
に
基

づ
く
も
の
と

す
る
。

な
し

な
し

な
し

フ
ィ
リ

ピ
ン
共

和
国

な
し
（
競

争
条
件
の
確

保
の
た
め
の

セ
ー
フ
ガ
ー

ド
は
、
国
家

電
気
通
信
委

員
会
の
既
存

の
規
則
に

従
っ
て
定
め

る
。）

専
用
線
の

再
販
売
は
、

認
め
な
い
。

専
用
回
線

サ
ー
ビ
ス

は
、
公
衆
交

換
電
話
網
に

は
接
続
し
て

は
な
ら
な

い
。

こ
の
条
の

規
定
を
相
互

主
義
に
基
づ

い
て
適
用
す

る
こ
と
を
約

束
す
る
。

こ
の
条
の

規
定
を
相
互

主
義
に
基
づ

い
て
適
用
す

る
こ
と
を
約

束
す
る
。

こ
の
条
の

規
定
を
相
互

主
義
に
基
づ

い
て
適
用
す

る
こ
と
を
約

束
す
る
。

な
し

な
し

な
し

タ
イ
王

国

最
後
の
特

許
契
約
が
二

千
十
八
年
に

終
了
し
た
後

に
適
用
す
る

こ
と
を
約
束

す
る
。

な
し

な
し

な
し

最
後
の
特

許
契
約
が
二

千
十
八
年
に

終
了
し
た
後

に
適
用
す
る

こ
と
を
約
束

す
る
。

な
し

な
し

な
し

ベ
ト
ナ

ム
社
会

主
義
共

和
国

な
し

こ
の
条
の

規
定
を
二
千

二
十
年
に
適

用
す
る
こ
と

を
約
束
す

る
。

な
し

こ
の
条
の

規
定
を
二
千

二
十
年
に
適

用
す
る
こ
と

を
約
束
す

る
。

こ
の
条
の

規
定
を
二
千

二
十
年
に
適

用
す
る
こ
と

を
約
束
す

る
。他

の
締
約

国
の
サ
ー
ビ

ス
提
供
者
に

つ
い
て
は
、

ベ
ト
ナ
ム
社

会
主
義
共
和

国
の
法
令
に

従
い
、
自
己

の
機
器
を
海

底
ケ
ー
ブ
ル

の
陸
揚
局
内

に
設
置
す
る

こ
と
を
認
め

な
い
。

な
し
。
た

だ
し
、
こ
の

条
に
規
定
す

る
義
務
が
、

公
衆
電
気
通

信
の
伝
送
網

又
は
公
衆
電

気
通
信
の
伝

送
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
者
に

の
み
適
用
さ

れ
る
こ
と
を

条
件
と
す

る
。

な
し

な
し

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

第
五
条

Ａ
Ｊ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
協
定
へ
の
第
六
章
の
二
（
自
然
人
の
移
動
）
の
組
込
み

Ａ
Ｊ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
協
定
第
六
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
六
章
の
二

自
然
人
の
移
動

第
五
十
条
の
二

目
的

こ
の
章
の
目
的
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

⒜

サ
ー
ビ
ス
の
貿
易
及
び
投
資
の
た
め
の
全
締
約
国
間
の
自
然
人
の
移
動
に
関
す
る
権
利
及
び
義
務
を
定
め
る

こ
と
。

⒝

全
締
約
国
間
の
貿
易
及
び
投
資
に
従
事
す
る
自
然
人
の
移
動
を
円
滑
化
す
る
こ
と
。

⒞

こ
の
章
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
自
然
人
の
入
国
及
び
一
時
的
な
滞
在
の
た
め
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
文

書
に
つ
い
て
、
簡
素
化
さ
れ
た
、
か
つ
、
透
明
性
の
あ
る
申
請
手
続
を
定
め
る
こ
と
。

第
五
十
条
の
二
の
二

適
用
範
囲

１

こ
の
章
の
規
定
は
、
第
五
十
条
の
二
の
四
１
に
定
め
る
区
分
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
締
約
国
の
自
然
人
で

あ
っ
て
、
他
の
締
約
国
の
領
域
に
入
国
す
る
も
の
の
移
動
に
影
響
を
及
ぼ
す
措
置
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

２

こ
の
章
の
規
定
は
、
締
約
国
の
自
然
人
で
あ
っ
て
、
他
の
締
約
国
の
雇
用
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
求
め
る
も
の

に
影
響
を
及
ぼ
す
措
置
及
び
国
籍
、
市
民
権
又
は
永
続
的
な
居
住
若
し
く
は
雇
用
に
関
す
る
措
置
に
つ
い
て
は
、

適
用
し
な
い
。

３

こ
の
章
の
規
定
は
、
締
約
国
が
、
自
国
の
領
域
に
他
の
締
約
国
の
自
然
人
が
入
国
し
、
及
び
一
時
的
に
滞
在
す

る
こ
と
を
規
制
す
る
た
め
の
措
置
（
自
国
の
国
境
を
保
全
し
、
及
び
自
国
の
国
境
を
越
え
る
自
然
人
の
秩
序
あ
る

移
動
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
含
む
。）を
適
用
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
特
定

の
約
束
の
条
件
に
基
づ
い
て
他
の
締
約
国
に
与
え
ら
れ
る
利
益
を
無
効
に
し
、
又
は
損
な
う
よ
う
な
態
様
で
当
該

措
置
を
適
用
し
な
い
こ
と
を
条
件
と
す
る
。

注
釈

特
定
の
国
籍
又
は
市
民
権
を
有
す
る
自
然
人
に
対
し
て
は
査
証
を
要
求
し
、
他
の
国
籍
又
は
市
民
権
を

有
す
る
自
然
人
に
対
し
て
は
要
求
し
な
い
と
い
う
事
実
の
み
を
も
っ
て
、
附
属
書
九
に
定
め
る
特
定
の
約

束
の
条
件
に
基
づ
く
利
益
が
無
効
に
さ
れ
、
又
は
損
な
わ
れ
て
い
る
と
は
み
な
さ
な
い
。

第
五
十
条
の
二
の
三

定
義

こ
の
章
の
規
定
の
適
用
上
、

⒜

「
他
の
締
約
国
の
自
然
人
」
と
は
、
他
の
締
約
国
の
領
域
に
居
住
し
て
い
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
当
該
他
の

締
約
国
の
法
律
の
下
で
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
自
然
人
を
い
う
。

当
該
他
の
締
約
国
の
国
民
で
あ
る
こ
と
。

当
該
他
の
締
約
国
に
お
い
て
永
住
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
（
当
該
他
の
締
約
国
が
、
第
一
議
定
書
が
効

力
を
生
じ
た
後
に
他
の
全
て
の
締
約
国
に
通
報
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
自
国
の
永
住
者
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス

の
貿
易
に
影
響
を
及
ぼ
す
措
置
に
関
し
自
国
民
に
与
え
る
待
遇
と
実
質
的
に
同
一
の
待
遇
を
与
え
る
締
約
国

で
あ
る
場
合
に
限
る
。）。
た
だ
し
、
い
ず
れ
の
締
約
国
も
、
当
該
他
の
締
約
国
の
永
住
者
に
対
し
、
当
該
他

の
締
約
国
が
当
該
永
住
者
に
与
え
る
こ
と
と
な
る
待
遇
よ
り
も
有
利
な
待
遇
を
与
え
る
義
務
を
負
う
も
の
で

は
な
い
。
そ
の
通
報
に
は
、
当
該
他
の
締
約
国
が
自
国
の
法
令
に
従
い
自
国
民
に
対
し
て
負
う
責
任
と
同
一

の
責
任
を
自
国
の
永
住
者
に
対
し
て
負
う
こ
と
の
保
証
を
含
む
。

注
釈

カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
、
ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
連
邦
共
和
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
、
タ
イ
王
国
、
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
及
び
日
本

国
に
つ
い
て
は
、
他
の
締
約
国
の
自
然
人
は
、
当
該
他
の
締
約
国
の
法
律
の
下
で
当
該
他
の
締
約
国

の
国
民
で
あ
る
自
然
人
（
当
該
他
の
締
約
国
の
領
域
に
居
住
し
て
い
る
か
否
か
を
問
わ
な
い
。）に
限

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
章
の
規
定
は
、
相
互
主
義
の
原
則
に
従
い
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
共
和
国
、
ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
連
邦
共
和
国
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
共
和
国
、
タ
イ
王
国
、
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
及
び
日
本
国
の
永
住
者
に
つ
い
て
は
、
適

用
し
な
い
。
こ
れ
ら
の
締
約
国
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
締
約
国
が
他
の
締
約
国
又
は
非
締
約
国
の
永
住

者
の
待
遇
に
関
す
る
法
律
を
制
定
し
た
場
合
に
は
、
当
該
締
約
国
に
関
し
、
こ
の
章
の
規
定
に
基
づ

く
自
然
人
の
対
象
範
囲
に
永
住
者
を
含
め
る
か
否
か
の
問
題
に
つ
い
て
全
締
約
国
間
で
交
渉
を
行

う
。
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